
【青少年育成中央地区推進委員会ふれあい活動事業】

活動報告（8～9月）

あいち航空ミュージアム

参加者：児童13名 親10名 委員等5名 計28名

コロナ後再開の昨年は、近場の半日コースでの実施でし

たが、今年は１日の予定で出かけました。

親子でパイロット体験をしたり、飛行機の操縦につい

ての、お話を聞いたり、充実した１日を過ごせました。

参加してもらった子ども達には、各家庭に１つお土産を

渡すことができました。また、行き帰りのバスの中では、

ビンゴ大会を開催し、盛り上がることができました。

中央地区

参加者：親子50名 中中ボラ10名 委員等27名

計８７名

この行事も今年で４回目となりますが、冬から

夏に実施時期を変更しました。昨年まで「寒い

寒い」と言ってましたが、今年は「暑い暑い」と

となりました。

今年は個人宅（旧生田文具店）にも協力をして

もらいましたが「昔懐かしい」というお母さんも

みえました。

来年は春？に実施できたらと思いました。

青少年育成だより
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夏休み親子ふれあいバスツアー

こども１１０番の家スタンプラリー
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　青少年育成中央地区推進委員会では、青少年の健全育成のため、一年を通し様々な活動を

行ってまいります。中央中学生にはあらかじめボランティア参加の希望を募り、

市青少年育成推進委員らと共に事業を実施してきました。

　参加者と共に楽しみ、苦労や喜びを分かち合うことは生徒たちの成長につながります。

参加した中学生ボランティアのアンケートの中からいくつかをご紹介します。

★こども１１０番の家スタンプラリー

　今回のボランティアで私は人と接することの大切さを学びました。少し寝不足で

疲れていましたが、地域の方の暖かさやスタンプやお菓子をもらって笑顔になって

いる子達とふれて、気づけば眠気も疲れも吹き飛んでいました。将来私も機会が

あれば、今度は子どもを迎える大人として、みんなに笑顔を届けたり、疲れを吹き

飛ばしたりできるような人になりたいです。

３年　女子

　今回のボランティアを通して、小学生の子達やその親御さんなど多くの人と関わ

ることができました。元気よくあいさつをしてくれる子がいっぱいいて、私も笑顔

であいさつすることを頑張りました。暑い中大変だったけど、楽しくできました。

３年　女子

　こども１１０番の家スタンプラリーのボランティアに参加して、私が小学生の時

１１０番の家がよく分かっていなかったので、スタンプラリーという形で、家を

知ることができるのはいいなあと思いました。暑い中たくさんの子が参加していて

普段関われない小学生の子達と関われて嬉しかったです。貴重な体験が出来、あり

がとうございました。

３年　女子

　ボランティアをやってみて、スタンプを押すときに「ありがとう」などの言葉を

言ってもらって、すごくやりがいなどを感じることができました。前よりもボラン

ティアのような人の役に立てることが、こんなにうれしいものなのだとよく分かる

ことができました。また周りの大人の人達が全員やさしくしてくれて、とても楽し

く活動をすることができました。

３年　女子

  ☆青少年育成中央地区推進委員会　今後の活動予定

令和５年１１月　５日（日）　中部公民館まつりに子どもコーナーに協賛参加

令和６年　１月２８日（日）　三世代ふれあいペタボード大会

連絡先：碧南市立中部公民館　〒447-0871  碧南市向陽町３-４８　℡0566-42-8266  Fax0566-41-9932

青少年ふれあい活動事業に参加した

中央中ボランティアの声


